
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

ことを
特徴とするベッド落下予知警報装置。
【請求項２】
請求項１記載のベッド落下予知警報装置において、
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患者又は高齢者がベッドから転落する事故を未然に防ぐために通報するベッド落下予知警
報装置であって、
ベッドフレームに、ベッドフレーム挟み取付治具部及び締付けボルトを介して取付けられ
る制御ボックスと、
先端に光センサ拡散反射型が装着され、他端が前記制御ボックスの上部に配設された曲折
可能なフレキシブルパイプと、
前記制御ボックス内に配置され、前記フレキシブルパイプ内を通る前記光センサ拡散反射
型の光センサケーブルが接続され、その出力がナースコール用の押しボタンスイッチに並
列に接続される信号処理回路とを有し、
前記フレキシブルパイプの他端が配設された前記制御ボックスと前記ベッドフレーム挟み
取付治具部とは一体化構造となって、
前記ベッドから降りようとする患者又は高齢者の身体や衣服を、前記光センサ拡散反射型
の照射による反射光で検知して前記制御ボックス内の信号処理回路により、その接点信号
を並列接続している前記押ボタンスイッチのナースコール回線に連結して出力する

前記患者又は高齢者の身体や衣服を検
知した前記反射光による検知信号を、前記信号処理回路の出力信号回路に配設した無線送



ことを特徴とするベッド落下予知警報装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は病院、福祉施設、在宅介護において衰弱した手術後の患者や高齢者のベッドから
の転落事故を未然に防ぐために通報・警報するため、また全国的に患者の抑制廃止運動が
展開されているが適切な集中管理設備がなく看護人による巡廻監視強化しかないのが現状
であり、その対策用のベ ド落下予知警報装置に関する技術。
【０００２】
【従来の技術】
年々高齢化が進むなかで病院、福祉施設の看護人等の不足等もあり入院・入所患者のベッ
ド落下事故の多発に加えて患者の抑制廃止運動が高まることは多くの病院、福祉施設がか
かえる大きな問題点で病院内・福祉施設内等を細めに巡廻する以外に方法は見受けられな
いのが現状である。特に夜間勤務帯では少人数のためベッド落下事故を見落しやすく現実
に事故が増加傾向にもある。そこで、ベッド落下事故防止法ではないが痴呆徘徊検知法と
して室内監視カメラ等の利用も見受けられたが、現在はプライバシー侵害等で使用禁止の
風潮にある。その他の方法としてマット式センサや離床センサシート等が商品化されてい
るが、これらの方法では患者がベッドから落ちた後の検知になることや、マットを避けて
通過する場合もあり特に病院等では患者に接触する物であることから非衛生的商品と見ら
れたり感染症防止対策の一つとして床等にも物（マット等）を置かない運動も展開されつ
つあり特にベッド落下事故を防ぐ手段には適用困難である。
また先願出願として特許・公告 NO. Ｈ０７－０３４７９３の「ベッドにおける徘徊検出手
段」があるが、これは特殊ベッド用に作られた赤外線センサ方式で痴呆徘徊専用装置とし
たものである。
この装置は特殊ベッド柵の両端・上部に投光器と受光器を装備したもので、痴呆徘徊患者
がセンサを取付けた柵の上部を乗り越える時に検知されるもので検知エリアが患者に接近
しすぎるためベッド上での患者の寝返りや挙動に伴う身体・衣服・布団・シーツ・カーテ
ン等による誤動作発生等も懸念され、まだ市場では見受けられない。現状ではベッド落下
防止対策としては依然として看護人等による巡廻監視体制の強化などが求められている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、看護人等の不足の中で常時巡廻監視することは困難であるので集中監視を行なう
方法が検討されてきているが、まだ適切な設備、技術が開発されていない。そこで本発明
が解決する為の課題として次の事項を解決する必要がある。
１．メーカ別、機種別の多種多様なベッドに適用出来るようにする。
２．数多くの患者の行動・状況にも対応出来るようにする。
３．ベッドにセンサ装置が簡単に取付け取外しが出来るようにする。
４．センサ部等が軽量・コンパクトで病室内等で目立たないような装置にする。
５．既設の押ボタンスイッチと共用出来るようにする。
６．既設のナースコール回線に出力出来るようにする。
７．感染症対策や安全衛生面からも装置は、患者や寝具、病室床面等と非接触式にする。
以上の課題を解決してベッド落下事故を未然に防ぐための装置を開発する。
【０００４】
【課題を解決する の手段】
本発明に係るベッド落下予知警報装置
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信回路から無線受信警報装置に通報する

ッ

ため
は、患者又は高齢者がベッドから転落する事故を未

然に防ぐために通報するベッド落下予知警報装置であって、ベッドフレームに、ベッドフ
レーム挟み取付治具部及び締付けボルトを介して取付けられる制御ボックスと、先端に光
センサ拡散反射型が装着され、他端が前記制御ボックスの上部に配設された曲折可能なフ
レキシブルパイプと、前記制御ボックス内に配置され、前記フレキシブルパイプ内を通る
前記光センサ拡散反射型の光センサケーブルが接続され、その出力がナースコール用の押



。
これにより患者がベッドから降りようとする初期段階で看護人がかけつけて制止したりサ
ポートすることでベッド落下事故を未然に防ぐことができる。
【０００５】
【発明の実施の形態】
添付した図面を参照しつつ本発明を具体化した実施の形態につき説明し本発明の理解に供
する。ここに図１は本発明の一実施の形態に係るベッド落下予知警報装置の構成を示す。
図２は本発明のベッド落下予知警報装置の実施例を示す。
図３は本発明のベッド落下予知警報装置の制御回路ブロック図を示す。
図４は光センサ部本体と制御ボックス本体を分離構造とした本発明のベッド落下予知警報
装置の構成を示す。
図５は本発明のベッド落下予知警報装置の実施例を示す。
図６はベッド落下予知警報装置の応用回路方式として出力信号をＡＣ電源ラインを通じて
他の部屋で信号入力できて警報・光表示装置に出力させる応用実施例を示す。この回路に
使用する部品には、市販商品を組込み利用する。
図７はベッド落下予知警報装置の応用回路方式で、出力信号を無線伝送出力方式として他
の部屋等でも無線受信できて警報連絡を受けることが出来る微弱電波利用での応用実施例
を示す、この回路の無線部には市販商品を組込むものである。
【０００６】
【実施例】
以上の各図について詳細を説明する。
図１はベッド落下予知警報装置の構成図を示す。フレキシブルパイプ２の先端に、光セン
サ拡散反射型１を装着して前記フレキシブルパイプ２の他端を制御ボックス本体６上部に
配設して同じく前記制御ボックス本体６上部にベッドフレーム挟み取付 具部４と締付け
ボルト５を配設している。
前記制御ボックス本体６には前面部に表示灯付き電源スイッチ７を設置している。また前
記制御ボックス本体６内には信号処理回路８が組込まれている。前記光センサ拡散反射型
１の光センサケーブル３は前記フレキシブルパイプ２の中を通って前記制御ボックス本体
６の信号処理回路８内の入力信号回路３１に接続している。
前記制御ボックス６からは制御ケーブル１０が中継ボックス１３を通じてＡＣアダプター
９の電源ケーブルと出力信号回路３２と押ボタンスイッチ１２に結線されている。
出力信号回路３２は押しボタンスイッチ１２と並列に接続され、ナースコールユニット１
４のナースコールコネクター付ケーブル１１を通じて既設のナースセンターへ連結される
。
図２は前記ベッド落下予知警報装置の実施例を示すもので、ベッド１７のベッドフレーム
１８の下部に制御ボックス本体６をベッドフレーム取付け 具部４と締付 ボルト５で取
付け、前記フレキシブルパイプ２の先端に取付けている光センサ拡散反射型１の照射方向
を患者が前記ベッド１７を降りなれている位置に向けてベッド柵２０より少し離した位置
に誤動作を受けないで身体及び衣服を照射するようにフレキシブルパイプ２を曲折して位
置・調整をして設定する。表示灯付き電源スイッチ７をＯＮにした状態で患者がベッド１
７から降りようとするとき身体及び衣服が光センサ拡散反射型１の照射範囲に入った時に
反射光による検知信号が信号処理回路８の入力信号回路３１に入り、出力信号回路３２を
通じて接点信号がナースコールコネクター付ケーブル１１よりナースコールコネクター１
５を通じてナースセンターに通報・警報が入るようにな ている。その時点で看護人が患
者の所へ出向き患者の動作を制止及びサポートすることにより、ベッドからの落下事故を
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しボタンスイッチに並列に接続される信号処理回路とを有し、前記フレキシブルパイプの
他端が配設された前記制御ボックスと前記ベッドフレーム挟み取付治具部とは一体化構造
となって、前記ベッドから降りようとする患者又は高齢者の身体や衣服を、前記光センサ
拡散反射型の照射による反射光で検知して前記制御ボックス内の信号処理回路により、そ
の接点信号を並列接続している前記押ボタンスイッチのナースコール回線に連結して出力
する

治

治 け

っ



未然に防止する事が出来る。
なお押ボタンスイッチ１２も並列接続されて通常の押ボタンスイッチによるナースコール
も出来る。
図３はベッド落下予知警報装置の電気回路を回路構成ブロック図として示している。光セ
ンサ拡散反射型１の検知信号は信号処理回路８を通じて押ボタンスイッチ１２と中継ボッ
クス１３にて並列接続され、ナースコールコネクター付きケーブル１１を通じてナースコ
ールコネクター１５より接点信号出力をナースセンターに出力させ通報・警報することが
出来る。
図４に示すところのベッド落下予知警報装置についてはフレキシブルパイプ２の先端に光
センサ拡散反射型１を装着して前記フレキシブルパイプ２の他端にベッドフレーム挟み取
付 具２２を配設した光センサ部本体３６とは別にベッドフレーム挟み取付 具部４を上
部に配設した制御ボックス本体６とニつへ分離構造化した事を特徴とするベッド落下予知
警報装置を示す。
図５に示すところのベッド落下予知警報装置 実施例を示すもので、制御ボックス本体６
をベッドフレーム１８に取付けて光センサ部本体３６をヘッドボード３４あるいはフッ
ボード３５の上部に挟みつけて取付ける方法や、ベッドフレーム１８下部に光センサ部本
体３６を挟みつけて取付ける方法で、隙間が狭い場所の取り付けが可能になったことから
、患者の生活習慣・特性に会わせて光センサ部本体３６の取付位置・方向を変えて、その
患者の初期動作を検知できる最適位置に取り付けられることを特徴にしたベッド落下予知
警報装置を示す。
図６は制御ボックス本体６の中の信号処理回路８にＡＣ電源ライン信号送信回路２３を配
設して、ＡＣ電源コンセント２５に差し込むことで検知信号がＡＣ電源ライン内を伝わっ
て他の室のＡＣ電源コンセント２６を通じてＡＣ電源ライン信号入力警報装置２８に入り
警報を発することが出来る。
図７は前記制御ボックス本体６の信号処理回路８の出力信号回路３２に無線送信回路２９
を配設して、検知信号は無線受信警報装置３０に通報・警報される。以上本発明の実施の
形態を説明したが本発明はこの実施の形態に限定されるものではなく、フレキシブルパイ
プを伸縮式アンテナパイプに変更したりして、本発明の要旨を脱しない条件の変更は全て
本発明の適用範囲である。
また制御ボックス本体６のベッドフレーム挟み取付 具部４は前記に示すような取付 具
のみに限定されるものではなく要旨を脱しない取付 具は本発明の適用範囲である。
【０００７】
【発明の効果】
本発明により虚弱な手術後の患者や高齢者等がベッドから降りようとする時に患者の身体
や衣服等をいち早く光センサ拡散反射型で検知してナースセンターへ通報・警報されるた
め看護人が患者のところへ出向き、ベッドから降りようとする動作を制止及びサポートし
てベッド落下事故を未然に防止する事ができる。
本発明は事故を未然に防ぐための看護人をサポートをするための装置であり、押ボタンス
イッチと光センサ拡散反射型のベッド落下予知警報装置の出力信号の並列接続方式により
既存のナースコールシステムを改造することなく本発明を附加するだけで使用できるため
安価なベッド落下予知警報システムになる。また近年は高齢化時代を迎えて病院・施設で
の抑制廃止の方向がきまり転落・転倒事故の増加にともない訴訟件数も増加してきている
。
しかし限られた人数で巡廻監視強化にも限界があることから多くの病院施設でも困難な局
面にたたされている。また感染症の問題を始め安全・衛生面からも患者や看護人をサポー
トするための道具としても本発明は十分活用できる。
以上の理由からベッド落下予知警報装置は多大な効果を生み出すことになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ベッド落下予知警報装置の説明図を示す。
【図２】ベッド落下予知警報装置の実施例を示す。
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【図３】ベッド落下予知警報装置の回路ブロック図を示す。
【図４】ベッド落下予知警報装置の説明図を示す。
【図５】ベッド落下予知警報装置の実施例を示す。
【図６】ＡＣ電源ライン信号型・ベッド落下予知警報装置の実施例を示す。
【図７】無線信号型・ベッド落下予知警報装置の実施例を示す。
【符号の説明】
１：光センサ拡散反射型、２：フレキシブルパイプ、３：光センサケーブル、４：ベッド
フレーム挟み取付 具部、５：締付 ボルト、６：制御ボックス本体、７：表示灯付 電
源スイッチ、８：信号処理回路、９：ＡＣアダプター（ＡＣ／ＤＣ）、１０：制御ケーブ
ル、１１：ナースコールコネクター付ケーブル、１２：押ボタンスイッチ、１３：中継ボ
ックス、１４：ナースコールユニット、１５：ナースコールコネクター、１６：電源コン
セント、１７：ベッド、１８：ベッドフレーム、１９：ベッド支柱、２０：ベッド柵、２
１：フレキシブルパイプ固定部、２２：ベッドフレーム挟み取付 具、２３：ＡＣ電源ラ
イン信号送信回路、２４：ＡＣ電源ライン出力信号用電源コード、２５：ＡＣ電源コンセ
ント、２６：ＡＣ電源コンセント、２７：ＡＣ電源ライン入力信号用電源コード、２８：
ＡＣ電源ライン信号入力警報装置、２９：無線送信回路、３０：無線受信警報装置、３１
：入力信号回路、３２：出力信号回路、３４：ヘッドボード、３５：フッ ボード、３６
：光センサ部本体
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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